
27 

岐阜大学地域科学部研究報告第 44号： 27 – 39（2019） 

市民等から提供された岐阜県の新たな外来種の侵入記録 

 

向 井 貴 彦・古 屋 康 則・楠 田 哲 士 

 

（2018 年 11 月 30 日受理） 

 

Records of recently-introduced alien species using information obtained from 
citizens in Gifu Prefecture, Japan 

 
Takahiko MUKAI, Yasunori KOYA and Satoshi KUSUDA 

 

 

要約 

2014 年に岐阜大学において学部横断的な「ぎふ生物多様性情報収集ネットワーク」

を結成し，未定着および侵入初期の外来種の早期発見と対策のための情報収集をおこな

ってきた。情報収集はチラシとウェブサイトによる市民への情報提供の呼びかけと，自

治体担当者等への直接の聞き取り，ネットワークメンバーによる調査等によっておこな

った。ネットワークの活動開始後，2015 年 4月から 2018 年 11 月までに 25 件の情報提

供，9 件のネットワークメンバーによる記録，8 件の外来種の逸出に関する新聞記事を

確認した。得られた情報は動物に関するものだけであったが，26 種の外来種と 2 種の

在来種についての情報が得られた。また，1件は河川に不法投棄された剥製の誤認であ

った。 

 

 

Abstract 

A conservation biologist group was formed in Gifu University, which collected information on 
newly introduced alien species for early detection and eradication of invasive species. Information 
was gathered by publicly appealing to citizens using a leaflet and website, direct contact with the 
person in charge of local governments, and investigations by group members. Between 2015 and 
2018, we confirmed 25 information sources, 9 records by network members, and 8 newspaper 
articles on the release of alien species. In total, information on 26 exotic species and 2 native 
species was obtained. One was a case of misidentification of material (stuffed crocodile) that was 
illegally dumped into a river. 
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はじめに 

 

 人間活動によって本来の生息域から持ちだ

された生物種は外来種と呼ばれ，野外に定着・

繁殖することで在来生態系への影響，農林水

産業への影響，人の生命・身体への影響など

が生じることが知られている（Elton 1958；日

本生態学会 2002；自然環境研究センター 

2008；Lockwood et al. 2013）。定着によって特

に大きな影響を生じさせる外来種は「侵略的

外来種」と呼ばれ，日本では，その一部は 2005

年に施行された「特定外来生物による生態系

等に係る被害の防止に関する法律（外来生物

法）」における特定外来生物として指定され，

輸入，飼養，栽培，保管，運搬，野外への放出

が禁止されている。また，2015 年には環境省

等によって「我が国の生態系等に被害を及ぼ

すおそれのある外来種リスト（生態系被害防

止外来種リスト）」が公表され，侵入を予防す

べき種や対策をとるべき外来種がリストアッ

プされている。 

外来種の導入は意図的なもの（野外への植

栽や水産業等のための放流，ペットの放逐な

ど）と非意図的なもの（貨物や資材等への混

入・付着，飼育生物の逸出）があるが，いずれ

にしても定着後に侵略性が顕在化してから駆

除等の対策をとることは非常に困難であり，

著しいコストを必要とする。外来種への対策

は，定着前の捕獲，あるいは定着初期におけ

る根絶が最もコストが少ないため，未定着も

しくは定着初期の外来種に対するモニタリン

グ体制の構築は非常に重要である。2018 年現

在において，ヒアリ Solenopsis invicta やアカ

カミアリ S. geminata といった人体への被害が

生じる外来アリ類に対しては行政による早期

発見と対策の体制が機能しており，岐阜県に

おいても 2017 年 8 月に岐阜市でアカカミア

リが発見された際に早期対応が適切におこな

われた（辻ノ上ほか 2018）。 

 

しかし，ペットの放逐や貨物への随伴など

によって多種多様な外来種の侵入が生じてい

ると考えられるにもかかわらず，その多くに

ついての侵入モニタリング体制の構築はなさ

れていない。また，どのような外来種の侵入

が生じているのかについての情報を集積する

ことも，ほとんどおこなわれていない。 

 そこで，岐阜大学では一部の教員有志によ

って侵入初期の外来種の情報を収集するため

の「ぎふ生物多様性情報収集ネットワーク」

を結成し，広報と情報収集を開始した。ここ

では，平成 26（2014）年度にネットワークを

結成した後，2015 年度から 2018 年度までに

市民等から寄せられた外来種についての情報

を整理し，報告する。 

 

方法 

 

「ぎふ生物多様性情報収集ネットワーク」

は岐阜大学の向井貴彦（地域科学部），楠田哲

士（応用生物科学部），古屋康則（教育学部），

須山知香（教育学部），角田裕志（応用生物科

学部附属野生動物管理学研究センター，現 

埼玉県環境科学国際センター）によって平成

26 年度岐阜大学 COC「地域志向学プロジェク

ト」の助成を受けて結成した。2015 年 3 月に

ウェブページ（https://www1.gifu-u.ac.jp/~cbne 

dis/）を開設し，広報用のチラシ（図 1）を作

製した。チラシは岐阜県博物館，世界淡水魚

園水族館アクア・トトぎふなどに配布用にお

いていただき，漁業協同組合や市町村の環境

担当者，警察署の拾得物等の担当者に会った

際に配布するなどした。情報提供は主に岐阜

県内のものを対象として著者（向井）への電

話か電子メールで受け付けたが，直接の聞き

取りで得られた情報やネットワークメンバー

による記録も含めた。その他，新聞等で報道

された岐阜県内の外来生物に関する情報を随

時収集した。 
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図 1．ぎふ生物多様性情報収集ネットワークのチラ

シ．上：表面，下：裏面． 

 

 

 

結果と考察 

 

 ネットワークの活動開始後，2015 年 4 月か

ら 2018 年 11 月までに 25 件の情報提供，9 件

のネットワークメンバーによる記録，8 件の

外来種の逸出に関する新聞記事を確認した。

その結果，26 種の外来種と 2種の在来種につ

いての情報が得られた（表 1）。また，1 件は

河川に不法投棄された剥製の誤認であった。

外来植物についての情報提供は得られなかっ

た。以下，詳細を述べる。 

 

1． 哺乳類・鳥類 

外来種の哺乳類・鳥類についての市民から

の情報提供は 1 件のみであり，フェレット

Mustela putorius furo ではないかとして誤認さ

れたシベリアイタチ M. sibirica の幼獣（頭胴

長 25cm，尾長 12cm）が，とりもちのようなも

ので捕獲された状態で著者（楠田）の研究室

へ警察によって持ち込まれた。 

新聞記事ではシマウマ（グラントシマウマ

Equus quagga boehmi ），ダチョウ Struthio 

camelus，エミューDromaius novaehollandiae の

3種が野外に逃走したことが報道されている。

古い順に述べると，2015 年 12 月 31 日頃に土

岐市で飼育されていたダチョウが逃走してそ

の後死亡していたことが報道されている（岐

阜新聞 2016 年 1 月 3 日および 1 月 4 日）。

2016 年 3 月 22 日には愛知県瀬戸市の乗馬ク

ラブからシマウマが逃走して 23 日に土岐市

内のゴルフ場に侵入，獣医師が吹き矢で麻酔

をかけたが池で倒れたシマウマはその場で溺

死している（岐阜新聞 2016 年 3 月 23 日およ

び 3 月 24 日）。2018 年 7 月 12 日には美濃加

茂市蜂屋町でイノシシ除けに飼われていたと

されるエミューが逃走したが，その後無事に

捕獲されている（岐阜新聞 2018 年 7 月 13 日

および 7 月 30 日）。これらの大型動物の飼育

施設からの逃走は稀な出来事であり，外来種 
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表 1．2015 年 4 月から 2018 年 11 月のぎふ生物多様性情報収集ネットワークの活動で得られた生物情

報一覧．期間内に市民から寄せられた情報については，それ以前の記録も含めた． 
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としての定着につながることは無いと考えら

れる。 

哺乳類については，アライグマ Procyon lotor，

ハクビシン Paguma larvata，ヌートリア

Myocastor coypus，クリハラリス Callosciurus 

erythraeus といった知名度の高い外来種は，市

民にとって珍しいものではないため，情報提

供のモチベーションが無いと考えられる。エ

キゾチックペットとしての哺乳類は，ハムス

ター類 Cricetinae やモルモット Cavia porcellus，

フェレット，ヨツユビハリネズミ Atelerix 

albiventris など多様な種が販売されているが，

これまでのところ野外で発見されたという情

報はなかった。 

鳥類についても，さまざまな外国産鳥類が

販売され，飼育されているが，そうした種に

ついては野外で発見されても「かごぬけ」と

呼ばれ，野外に定着する外来種とは別のもの

として認識されている可能性がある。しかし，

今回の情報提供には含まれていないが，岐阜

県内では飼育鳥由来のソウシチョウ Leiothrix 

lutea が定着していることは確認されている

（岐阜市 2015）。 

 

2． 爬虫類・両生類 

外来種の爬虫類についてはスウィンホーキ

ノボリトカゲ Japalura swinhonis，ケヅメリク

ガメ Geochelone sulcata，ヨツユビリクガメ

Agrionemys horsfieldii, ホ ウ シ ャ ガ メ

Astrochelys radiataの4種の情報提供があった。 

スウィンホーキノボリトカゲは台湾原産の

トカゲであり，特定外来生物に指定されてい

る。2014 年 3 月 22 日に羽島市正木町の台湾

からの貨物置場で発見され，世界淡水魚園水

族館アクア・トトぎふに持ち込まれた後，情

報提供された。台湾からの貨物に随伴して非

意図的に侵入したと考えられる。本種につい

ての詳細は別途報告しているが（向井・田上 

2017），現在のところ岐阜県内では未定着と考

えられる。 

リクガメ類の 3 種は，飼育されていたもの

が逃走もしくは遺棄されたと考えられる。こ

れら 3 種のうちケヅメリクガメについては岐

阜市で捕獲されたものであり，別途報告済み

である（楠田ほか 2017）。ヨツユビリクガメ

は 2017 年 7 月 21 日に白川町，2017 年 8 月 23

日に岐阜市で発見されており，岐阜市の個体

は岐阜中警察署によって保護された（図 2）。

いずれも現時点では野外で捕獲された個体数

も少なく，定着していないと考えられるが，

ヨツユビリクガメは中央アジア原産であり，

冬の低温にも耐えることができるため，一か

所に複数の個体を放された場合には繁殖する

可能性もあると考えられる。 

 

 

図 2．岐阜市で捕獲されたヨツユビリクガメ． 

 

ホウシャガメ は 2018 年 11 月 11 日に北方

警察署によって保護された（図 3）。ホウシャ

ガメは，別名のマダカスカルホシガメとして

種の保存法に基づく国際希少野生動植物種に

指定されており，商業流通は極めて少なく高

額なため，非常に稀な保護事例と思われる。

本種もこの一例のみの記録であるため，定着

していないと考えられる。 

リクガメ以外の外来カメ類として，ミシシ

ッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans，

クサガメ Mauremys reevesii，クサガメとニホ

ンイシガメ M. japonica の雑種が岐阜県内に分

布しているが，市民等からの情報提供は無か

ったことと，すでに広く蔓延していることか

ら新たな情報収集の対象としなかった。  
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図 3．北方警察署に保護されたホウシャガメ． 

 

また，外来カメ類については多治見市の土

岐川観察館に複数種の記録が残されており，

羽島市のホームページには2018年 6月 9日に

堀津町桑原川付近の水田でカミツキガメ

Chelydra serpentina が捕獲されたことが掲載

されていた（https://www.city.hashima.lg.jp/000 

0010452.html）．これらの情報も含めた外来カ

メ類の発見情報については別途報告を予定し

ている。 

外来爬虫類の誤認情報として岐阜市蔵前の

河川で不法投棄された剥製のメガネカイマン

Caiman crocodilus が確認されている．この剥

製については，2015 年 11 月 2 日にワニがい

ると警察に通報があり，警察から岐阜市自然

環境課職員に連絡があった。たまたま著者（向

井）が市職員と打ち合わせをしていたために

同行する機会を得て現地で確認したところ，

剥製のメガネカイマンであることが確認でき

た（図 4）。 

 

 

図 4．不法投棄されたメガネカイマンの剥製． 

 

ワニについては 2003 年 8 月 24 日に養老町

安久の名神高速道路下の用水路で捕獲された

事例や2005年 7月 3日に瑞穂市でメガネカイ

マンが捕獲された事例があるため（岐阜新聞

2005 年 7 月 4 日付），警察も慎重を期したよ

うである。 

2015 年以降の新聞記事では，2017 年 9 月 8

日付の岐阜新聞において瑞穂市でボールニシ

キヘビ Python regius が捕獲されたことが報道

されている。本種も現在のところ野外での発

見事例は少なく，定着していないと考えられ

る。 

両生類については，これまでのところ情報

提供等は得られていない。岐阜県ではウシガ

エル Lithobates catesbeiana 以外の外来両生類

の報告はなく（岐阜市 2015），本州の他県で

もウシガエル以外はアフリカツメガエル

Xenopus laevis が和歌山県で定着している事例

とチュウゴクオオサンショウウオ Andrias 

davidianus が近畿地方で定着している事例程

度である（自然環境研究センター 2008；関 

2018）。ペット由来の外来爬虫類がしばしば発

見されることに比べると，外来両生類のペッ

ト由来の遺棄や逸出はほとんど生じていない

か，あるいは野外ではほとんど生き残らない

可能性が考えられる。ただし，日本産両生類

の国内移入による遺伝的攪乱が生じている可

能性はある。 

 

3． 魚類 

外来種の魚類については 11 種の情報が得

られた。また，イワナ Salvelinus leucomaenis と

アマゴ Oncorhynchus masou ishikawae の交雑種

についての情報提供も 2 件あり，そのうち一

つはカワマス S. fontinalis としての誤認であっ

た。イワナとアマゴの交雑は漁業協同組合等

による種苗放流が原因で生じることもあり

（向井ほか 2015a），その場合は「外来種」と

考えられなくもないが，自然状態でも交雑が

生じている可能性があるために，ここでは在
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来種とした。外来魚 11 種については，以下に

述べる。 

 

プロトプテルス・アネクテンス 

アフリカ原産の肺魚であり，観賞魚として

流通している。2017 年 8 月 19 日に多治見市

大針町の JR 太多線脇の水路で捕獲され，土岐

川観察館に持ち込まれた（図 5）。 

 

 

図 5．多治見市で捕獲されたプロトプテルス・アネ

クテンス． 

 

捕獲した人は種類が知りたかったとのこと

で，土岐川観察館で肺魚ということを教えて

もらった後は川に返そうとしたようだが，土

岐川観察館がそれを引き留めて譲渡してもら

ったとのことである。その後，著者（向井）に

土岐川観察館から連絡があり，岐阜大学地域

科学部に引き取った（2018年11月30日現在，

地域科学部 A 棟 2 階で飼育展示中）。2017 年

10 月 11 日に計測したところ，全長 73.0cm，

体重 2.2kg，DL（吻端から背鰭前端）25.0cm，

HL（頭長）12.0cm，AL（吻端から臀鰭前端）

40.5cm であり，計測値から Jorgensen and Joss 

（2010）に従って同定するとプロトプテルス・

エチオピクス Protopterus aetiopicus となった

が，わずかに外鰓が残ることや，ミトコンド

リア DNA の調節領域の部分塩基配列を決定

し，国際塩基配列データベースの登録データ

と比較した結果，プロトプテルス・アネクテ

ンス P. annectens と同定された。本種の野外で

の確認事例は他に無く，今のところ定着して

いないと考えられる。 

 

ガー科魚類 

ガー科魚類は北米から中米原産で，観賞魚

として幼魚が安価に流通していたが，2018 年

4 月に特定外来生物として輸入，飼育，販売等

が禁止された。 

ガー科魚類の情報は，アリゲーターガー

Atractosteus spatula が 2016年 7月 11日に岐阜

市折立の新堀川排水機場で釣り人によって撮

影され，岐阜市自然環境課に情報として寄せ

られた。同年 7月 10 日に岐阜北高校の生徒も

同所で同じ個体と思われるものを撮影してい

る。7月 13日に岐阜市自然環境課から著者（向

井）に電子メールで情報が届いたが，出張中

であったために翌 14 日に現地で目視による

探索をおこなったが発見することはできなか

った。その後も目撃情報が無く，伊自良川へ

移動したか，誰かに捕獲された，あるいは死

亡したものと考えられる。このアリゲーター

ガーの記録については，向井（2017）において

も報告している。 

2017 年 5 月 15 日には各務原市の各務野自

然遺産の森において野鳥観察をしていた市民

がガー科魚類を撮影し（図 6），その友人を通

じて情報が寄せられた。全長 50cm 程度だった

とのことであり，背面の黒斑からスポッテッ

ドガーLepisosteus oculatus と考えられるが，そ

の後の目撃情報は無く，具体的な種は不明で

ある。 

2018年 7月 18日には SNS の Facebook にお

いて岐阜市芋島の境川にガーがいるとの投稿

があり，翌 19 日朝に投網で捕獲することがで

きた（図 7）。特定外来生物指定後であったた

め，環境省中部地方環境事務所に電話連絡し，

標本として殺処分するという前提で移送する

ことの許可を得て岐阜大学に移送し，各部の

計測をおこなった後に10％ホルマリンで固定

した。捕獲したガー科魚類は全長 91cm，標準

体長 78cm，体重 2.3kg，吻幅（最も狭い部分）

15mm，吻長 158mm，背中線鱗数 53，側線鱗数
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59，横列鱗数 21，背鰭条数 8，臀鰭条数 8，尾

鰭条数 11，胸鰭条数 12，腹鰭条数 6 であり，

吻長は吻幅の 10.5 倍，上顎歯列は 1 列であっ

た。これらの計数形質は，黒岩（1995）及び

Hubbs et al.（2004）におけるショートノーズガ

ーL. platostomus と一致した。 

 

 

図 6．各務原市の各務野自然遺産の森で撮影された

スポッテッドガーの可能性のある個体．伊藤恭博

氏撮影． 

 

図 7．岐阜市で捕獲したショートノーズガー． 

 

ガー科魚類は日本の気候での越冬が可能で

あり，野外への放逐が続けば定着のおそれが

ある。現時点では岐阜県内での確認例は少な

く，定着していないと考えられる。 

 

ナイルアロワナ 

アフリカ原産のアロワナ科魚類であり，観

賞魚として流通している。2015 年 6 月 16 日

に市民から「3 日ぐらい前からアロワナみた

いなものがいる」と岐阜市役所に連絡があり，

当日中に岐阜市自然環境課職員が岐阜市鏡島

の論田川で目視確認した。翌 17 日に著者（向

井）に情報提供があり，投網で捕獲した。捕獲

時に計測したところ全長 50.0cm，標準体長

44.5 cm，体重 994g であった。類似した形態

の魚類はナイルアロワナ  Heterotis niloticus 

しか該当しないため，この個体をナイルアロ

ワナと同定し，画像を魚類写真資料データベ

ース（国立科学博物館および神奈川県立生命

の星・地球博物館）に登録した（登録番号 KPM-

NR 164144A～D）。 

捕獲した個体は，情報提供があった時と同

じ場所に留まっており，体表の複数の外傷，

一部の傷からは出血，上口唇の左から１／３

は欠落するなどの深い傷を負っていたため，

衰弱した状態で投棄されたか，あるいは投棄

後に他の動物に襲われて衰弱していたと考え

られる。一部の傷は投網での捕獲時に負った

可能性もあるが，飼育下でのトラブル（他の

飼育魚との闘争，水槽からの飛び出し等）に

よって飼いきれなくなった飼育者が，傷を負

った本種を論田川に投棄した可能性も考えら

れた。なお，この個体の捕獲については，向井

（2017）において簡易な報告をしている。現

在のところ野外での確認は 1 例のみであり，

定着していないと考えられる。 

 

オオガタスジシマドジョウ 

琵琶湖固有種であり，岐阜県では国内移入

の外来種である。2015 年 10 月 17 日に揖斐川

町の横山ダム湛水域上流で捕獲された個体の

写真と情報提供があった。非産卵期であるに

もかかわらず体側の縦条が明瞭であること，

尾鰭後縁が黒く縁どられること，尾鰭基底の

黒点が上下とも明瞭でつながることから中

島・内山（2017）に従ってオオガタスジシマド

ジョウ Cobitis magnostriata と同定された。な

お，この個体の写真は向井（2017）に掲載して

いる。 

横山ダムでは琵琶湖固有種のビワヨシノボ

リ Rhinogobius biwaensis も定着しており（向

井ほか 2015b），在来種であるオイカワ

Opsariichthys platypus についても琵琶湖から

の移入と考えられる西日本系統の mtDNA の

個体のみが分布しているため（Kitanishi et al. 

2018），琵琶湖原産のオオガタスジシマドジョ
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ウについても定着している可能性がある。 

 

カラドジョウ 

中国大陸から朝鮮半島原産のドジョウ類で

あり，食用魚として輸入されていたものが野

外に放されたと考えられる。2011 年には岐阜

市と羽島市での定着が確認されている（向井

ほか 2011）。2016 年 6 月 18 日に多治見市明

和町で採集された個体の写真の提供があり

（図 8），体長に対する体高が高く，髭がドジ

ョウ Misgurnus anguillicaudatus と比べて長い

ことからカラドジョウ M. dabryanus と同定さ

れた。多治見市においても定着している可能

性がある。 

 

 
図 8．多治見市で捕獲されたカラドジョウ．伊藤玄

氏撮影． 

 

チャネルキャットフィッシュ，ワカサギ 

チャネルキャットフィッシュは北米原産の

ナマズ類であり，特定外来生物に指定されて

いる。2014 年 4 月 12 日に愛知県東海市の中

ノ池で夜釣りによって捕獲された約 80cm の

個体について，種類を知りたいとして世界淡

水魚園水族館アクア・トトぎふに電子メール

で問い合わせがあった。岐阜県内の情報では

ないが，県内施設を通じてネットワークに情

報提供のあったものとして，情報を記録する

こととした。画像を確認した結果，捕獲され

たのは大型のチャネルキャットフィッシュで

あると推測された（図 9）。近縁な別種が放流

された可能性もあるが，これまでのところ国

内の野外でチャネルキャットフィッシュに類

似した種が捕獲された例は無いため，暫定的

にチャネルキャットフィッシュと同定した。

愛知県では矢作川に定着していることが知ら

れているが（愛知県 2012；向井ほか 2016），

溜池における発見事例は初である。東海市の

溜池での定着は不明である。 

また，チャネルキャットフィッシュの情報

についてメールをやりとりする中で，中ノ池

では放流されたワカサギが定着しており，

2012年に実際に釣れたとの情報もいただいた

（図 10）。ワカサギも東日本原産であり，岐阜

県，愛知県では国内外来種であるが，釣り目

的で各地のダム湖や貯水池に放流されている。 

 

 

図 9．愛知県東海市の中ノ池で捕獲されたチャネル

キャットフィッシュ．山平昇二郎氏撮影． 

 

図 10．愛知県東海市の中ノ池で捕獲されたワカサ

ギ．山平昇二郎氏撮影． 

 

ニジマス 

ニジマス Oncorhynchus mykiss は北米原産の

サケ科魚類で，生態系被害防止外来種リスト

において「産業管理外来種」（産業又は公益的

役割において重要であるが，利用上の留意が

求められるもの）として選定されているが，

日本各地で釣り対象として河川に放流されて

いる。美濃地方ではあまり見られないが，2016

年 5 月 22 日から 26 日に岐阜市藍川橋から鵜

飼大橋の間の長良川において，漁業者が捕獲

した 4 個体の標本を提供していただいた（図

11）。釣り大会のために放流された個体が捕獲

されたものと考えられる。また，2016 年 11 月

2 日に安八町西結の揖斐川左岸，2018 年 10 月

27 日に白川町黒川でも確認されている。岐阜

県内での定着については不明である。 
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図 11．岐阜市の長良川で捕獲されたニジマス． 

 

ブラウントラウト 

ブラウントラウト Salmo trutta はヨーロッ

パ原産のサケ科魚類で，本種も「産業管理外

来種」として選定されている。飛騨市の小鳥

川ではすでに定着している（石崎ほか 2012）。

2015年に庄川漁業協同組合でブラウントラウ

トの生息情報を聞き取りで得たため，2015 年

11月 16日に実際に捕獲して生息を確認した。

また 2012 年に関市板取杉島の板取川上流で

も著者（古屋）によって採集されていたため，

2015年までの岐阜県内でのブラウントラウト

の記録を取りまとめて別途報告した（向井ほ

か 2016）。関市板取杉島では 2018 年 6 月 26

日にもルアー釣りで捕獲できたため（図12），

すでに定着しているか，あるいは継続的に放

流もしくは養殖場から逸出することで生息し

続けていると考えられる。 

 

 

図 12．関市の板取川で捕獲したブラウントラウト． 

 

 

4． 昆虫類 

ぎふ生物多様性情報収集ネットワークのメ

ンバーに昆虫の専門家はいないため，外来昆

虫についての情報収集は少ないが，アトラス

オオカブト Chalostoma atlas，ムネアカハラビ

ロカマキリ Hierodula sp.，タイワンタケクマバ

チ Xylocopa tranquebarorum の情報が得られて

いる。 

アトラスオオカブトは東南アジア原産の大

型甲虫で，2017 年 6 月 15 日に関市百年公園

内で死骸が発見され，情報提供を受けた。詳

細は別途報告されているが（説田ほか 2018），

現在のところ定着はしていないと考えられる。 

ムネアカハラビロカマキリは 2017 年 10 月

23 日に岐阜公園で死体を採集した（図 13）。

本種は近年になって中国からの竹材・竹製品

に卵嚢が付着して日本各地に侵入していると

考えられており（松本 2018），岐阜公園では

2010 年頃には定着していたとされる（市川 

2014）。また，岐阜県立森林文化アカデミー（美

濃市）の敷地内や，みのかも健康の森（美濃加

茂市）において多数の個体が見られるようで

ある（酒向正美氏 私信）。 

 

 

図 13．岐阜市の岐阜公園で採集したムネアカハラ

ビロカマキリ． 

 

タイワンタケクマバチは 2017 年 5 月 21 日

に美濃加茂市伊深町，2018 年 7 月 2 日に岐阜

大学構内（図 14），2018 年 7 月 17 日に岐阜市

領下，2018 年 8 月 14 日に八百津町野上で撮

影，もしくは標本を採集した。本種も中国か

らの竹材・竹製品によって侵入したと考えら

れており（松本 2018），岐阜県では 2007 年

には確認されている（矢田 2007）。SNS の

Twitter において本種を岐阜大学構内で見つけ

たことを投稿（アカウント@takahiko_mukai，

2018 年 7 月 2日）した際は，瑞浪市でも見ら
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れたことや，長良川河川敷で普通に見られる

こと，木曽川の愛知県側（木曽川町）でも多い

といったコメントが得られた。2007 年の侵入

から 10 年で広く定着したものと考えられる。 

 

 

図 14．岐阜市の岐阜大学構内で採集したタイワン

タケクマバチ． 

 

新聞記事では，2017 年 8 月 5日付の岐阜新

聞において岐阜市でアカカミアリが確認され

たことが報道されている。アカカミアリやヒ

アリなどの有毒な外来アリ類については行政

による防除体制が出来ているため，本種につ

いては早期対応がおこなわれ，現在のところ

定着していないと考えられている（辻ノ上ほ

か 2018）。 

 

5． クモ類，その他 

その他の無脊椎動物についても，オオマリ

コケムシ Pectinatella magnifica，セアカゴケグ

モ Latrodectus hasseltii，タランチュラ（として

誤認されたキシノウエトタテグモ Latouchia 

swinhoei typica）の情報が集まった。 

 オオマリコケムシは汚濁の進んだ池沼など

に発生する外肛動物であり，北米原産と考え

られている（大串 1980）。2015 年 11 月 16 日

に木曽川左岸で見つけた不明生物として市民

から電子メールで情報提供があった。現在で

は広く分布しており，岐阜県内でも稀ではな

い。 

 セアカゴケグモはオーストラリア原産の毒

グモであり，特定外来生物に指定されている。

2016 年 10 月 4 日に岐阜市菅生で発見された

標本が岐阜市自然環境課から提供された。岐

阜県のウェブサイト（https://www.pref.gifu. 

lg.jp/kurashi/kankyo/shizenhogo/c11265/seakago

kegumo.html）にはこれまでの発見状況が掲載

されている。2018 年 1 月から 11 月までの掲

載分だけでも 11 市町から 19 件の報告が挙げ

られており，県内で定着しているか，あるい

はかなりの頻度で周辺の県から侵入が生じて

いると考えられる。 

 キシノウエトタテグモは在来種であるが，

メスは約 2cm になる日本産としては大型のク

モであり，2017 年 6 月 26 日に岐阜市の芥見

交番に「タランチュラが出た」ということで

届けられたものである（図 15）。本来は土中に

巣穴を掘って生活する種であるが（馬場・谷

川 2015），個人病院のカウンター上にいるの

を朝清掃中に発見されて，殺虫剤 3 本を使用

して殺されたとのことである。 

 

 

図 15．“タランチュラ”と誤認されたキシノウエト

タテグモ． 

 

 

まとめ 

 本研究で確認した 26 種の外来種について，

侵入経路と定着状況をまとめると次のように

なる。［定着（+）8 種，定着不明（±）3 種，

未定着（-）15 種］ 

 

飼育動物由来［未定着（-）13 種］ 

グラントシマウマ（-），ダチョウ（-），エミュ

ー（-），ケヅメリクガメ（-），ヨツユビリクガ



38 

向井 貴彦、古屋 康則、楠田 哲士 

 
 

メ（-），ホウシャガメ（-），ボールニシキヘビ

（-），プロトプテルス・アネクテンス（-），ア

リゲーターガー（-），スポッテッドガー（-），

ショートノーズガー（-），ナイルアロワナ（-），

アトラスオオカブト（-） 

 

貨物等への付着・混入［定着（+）2 種，定着

不明（±）1 種，未定着（-）2 種］ 

スウィンホーキノボリトカゲ（-），ムネアカ

ハラビロカマキリ（+），タイワンタケクマバ

チ（+），アカカミアリ（-），セアカゴケグモ

（±） 

 

水産動物への混入［定着（+）2 種］ 

オオガタスジシマドジョウ（+），カラドジョ

ウ（+） 

 

意図的放流もしくは逸出［定着（+）3種，定

着不明（±）2 種］ 

シベリアイタチ（+），チャネルキャットフィ

ッシュ（±），ワカサギ（+），ニジマス（±），

ブラウントラウト（+） 

 

侵入経路不明［定着（+）1 種］ 

オオマリコケムシ（+） 
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